
福
寿
草
が
告
げ
る

早
春
の
訪
れ
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目次 ◎ CONTENTS

人類の歴史～それは未来への
　　　   挑戦の歴史である～
　人は誰でも痛い思いをしたくない、また傷つき
たくないと思うものです。できるならばそういっ
た痛い思いは回避して、スムーズに順調に人生を
歩んでいきたいと思うのは、人として至極もっと
もな考え方だと思います。
　しかし時として、人間の中にはそうとばかりは
言えない考えの持ち主が現れるものです。「何を
ばかなことを考えているんだ」「そんなことできる
はずがない」などとそしりを受けたり、またある
時は、散々な妨害に阻まれながらも、へこたれず
強い信念で立ち向かっていく人もいます。
　連続テレビ小説「あさが来た」の主人公白岡あ
さは、まさにそんな人物として描かれています。
　女性が学ぶこと、女性の社会に対して果たす役
割、一人の人間としての女性のあり方など、今で
は当たり前に理解されている基本的な考えさえ、
明治期の社会の中ではなかなか理解されませんで
した。それどころか「女性に教育は有害無益であ
る」と考えられていた当時の社会環境の中では、
「女子大学校の創立」など考える素地さえなかっ
たのではないでしょうか。
　若い頃女性であるが故に学びを止められていた
あさが、女性の学問の必要性を説く考え方を知っ
た時、たとえそれが困難なことであったとしても、
使命感を持って立ち向かっていった。それがあさ
の生き方でした。自分の人生に真正面から向き合
い、強い信念を持って何事にも積極的に行動して
いくあさの姿に、非常に大きな共感を覚えます。
　リンカーンやキング牧師がそうであるように、
自由と平等、差別の撤廃など、今では普通のこと
として当たり前に考えられていることの中に、そ
の変革期にあって、想像を超える試練に立ち向か
い、成し遂げられたことが多々あります。このよ
うな努力と忍耐を全うしてきた先人の偉大な生き
様の上に、今の私たちの生活があることを忘れて
はならないと思います。
　怖れず怯まず立ち向かう。そんな力強い勇気が、
人類の歴史を築いてきたのです。

　　町長歳時記　（117）

今月の注目情報Pick Up News

　西村山広域行政事務組合の寒河江地区クリーンセンターでは、
４月１日から家庭系ごみの分別方法と収集曜日を変更します。
　主な変更点と収集曜日の変更地区は次のとおり。詳細は本誌
と一緒に配布されているごみ出しカレンダーをご覧ください。

▶問合せ先　税務町民課 環境・固定資産税係　☎６７－２１０７

ごみの分別方法と出し方、
一部地区の収集曜日が変わります

今年４月１日～

分別の種類 一部地区の収集曜日

もやせるごみ袋が新しく
大型袋の追加＆やぶれにくい強い材質へ

現行の分類
1 もやせるごみ
2 もやせないごみ
3 空き缶
4 その他プラスチック
5 ガラスびん（無色）
6 ガラスびん（茶色）
7 ガラスびん（その他）
8 ペットボトル
9 廃乾電池
10 水銀含有ごみ
11 粗大ごみ

もやせるごみ
該当地区 変更前 変更後

四ノ沢　和合　川通
川通口　大暮山　大沼 月曜日 火曜日

本町　西町　栄町
大町　元町　西原

前田沢　新宿　緑町
金曜日 木曜日

もやせないごみ
該当地区 変更前 変更後

大町　前田沢
新宿　緑町 第 1 月曜日 第 4 月曜日

松程 第 3 月曜日 第 2 月曜日

ペットボトル
該当地区 変更前 変更後

大町　前田沢
新宿　緑町 第 3 火曜日 第 2 火曜日

松程 第 4 火曜日 第 1 火曜日

ビン・缶
該当地区 変更前 変更後

大町　前田沢
新宿　緑町 第 1 水曜日 第 4 水曜日

松程 第 3 水曜日 第 2 水曜日

４月１日より
1 もやせるごみ
2 もやせないごみ
3 空き缶
4 ガラスびん（３色混合）
5 ペットボトル
6 廃乾電池
7 水銀含有ごみ
8 粗大ごみ

◆�資源ごみとして出していた「その他プラスチック」を　「もやせるごみ」に
統合します。（資源ごみ袋は「ペットボトル」専用とします）

◆ガラスびんの分別がなくなり「3 色混合」に統合します。

◆�収集量の平準化を図るため、一部の地
区で収集曜日が変わります。

◆缶はびんの収集日と一緒になります。

◆�もやせるごみとプラスチックが同一袋になるため、強度のある材質を用い
るとともに大型袋（40ℓ）を新たに導入。（現在 30ℓと 20ℓの 2 種類）また、
乳白色となり中身が見えにくくなります。（写真右）

◆ �20 枚入りでの販売でしたが、10 枚入りに減らします。価格を下げるとと
もに、用途に応じた購入がしやすくなります。

旧もやせるごみ袋（左）と新もやせるごみ袋（右）

町長歳時記　
Pick Up News
ごみの分別方法と出し方、一部地区の収集曜日が変わります
特集
　震災から 5 年　あの日を忘れない
町政スポット
　・デュアル・モード・ビークル（DMV）の導入を目指して
　・りんご産業のさらなる発展に ふじりんごの剪定講習会を開催
　・町立公民館等の休館日が変わります
　・町議会議長　長岡啓治氏　急逝
　・第 27 回朝日町生涯学習推進大会、各種表彰式
まちレポ
　・ふれあい荘に車両を配備
　・朝日町の地酒　豊龍蔵を訪ねる　ほか
住人十色
それいけ！ウサヒと協力隊、町立図書館コーナー
健康あさひるばんざい、朝日町文化財探訪
あさひまちファンを全国につくっていこう！
町民の声
戸籍のまど、となりのリンゴさん、広報誌定期購読者募集
土砂災害防止絵画・作文コンクール

P2
P3

P4

P8

P12

P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20

　暖かい日差しが降り注いだ 3 月 8 日、西五百川小学
校の旧校門付近で撮影しました。
　暖冬のせいもあり、今年は例年よりも早い雪解けが
進んでいます。日当たりの良い土手に早くも福寿草が咲
いていました。本格的な春の到来が待ち遠しいですね。

　表紙の写真

変更点
その１

変更点
その２

変更点
その３
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　　特集　震災から 5 年　～あの日を忘れない～

震
災
の
３
時
間
前
に
誕
生

　
「
今
年
の
誕
生
日
は
５
年
前
と
同
じ
金

曜
日
。
あ
の
日
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま

す
」
―
―
。
阿
部
麻
衣
子
さ
ん
（
大
谷
五
）

は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
誕
生
し
た
長

女
の
真
那
佳
ち
ゃ
ん
を
見
つ
め
、
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　
「
午
前
11
時
30
分
頃
に
出
産
し
、
部
屋

に
戻
っ
た
の
は
午
後
２
時
頃
。
初
め
て
の

出
産
で
く
た
く
た
で
し
た
」。
そ
れ
か
ら
間

も
な
い
午
後
２
時
46
分
。
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
す
。

　
「
病
院
に
は
非
常
用
の
発
電
設
備
が
あ
り

ま
し
た
が
、
発
電
さ
れ
た
電
気
は
医
療
機

器
が
優
先
。
部
屋
の
明
か
り
は
消
え
、
も

ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
揺
れ

の
大
き
さ
に
驚
い
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、

『
そ
の
う
ち
復
旧
す
る
だ
ろ
う
』
と
直
後
は

あ
ま
り
深
刻
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
大
き
な
余
震
が
続

き
、
情
報
を
知
る
ほ
ど
不
安
が
募
っ
て
い

き
ま
し
た
。「
11
日
の
夜
は
娘
は
ま
だ
ナ
ー

ス
室
。
離
れ
離
れ
で
一
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。『
生
ま
れ
た
ば
か
り
な
の
に
、
ど
う
し

て
こ
ん
な
大
変
な
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ん
だ
ろ
う
』。
娘
が
心
配
で
、
全
く

眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

み
ん
な
に
助
け
ら
れ
育
っ
た
命

　
そ
の
後
１
週
間
で
無
事
退
院
し
ま
し
た

が
、
苦
労
は
続
き
ま
す
。
電
気
は
復
旧
し

て
い
た
も
の
の
、
今
度
は
燃
料
が
手
に
入

ら
ず
、
十
分
に
暖
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。「
こ
の
子
を
ち
ゃ
ん
と
育
て
て
い
け

る
の
か
」
―
―
。
テ
レ
ビ
に
悲
惨
な
光
景

が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
、
不
安
が
大
き
く

な
り
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
阿

部
さ
ん
。「
気
持
ち
が
安
定
せ
ず
、
当
時
は

毎
日
泣
い
て
い
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
中
、
友
人
や
地
域
の
人
た
ち
が

阿
部
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。「
娘
が
生
ま
れ

た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、『
赤
ち
ゃ
ん
、

大
事
に
し
て
け
ろ
な
』
っ
て
燃
料
を
分
け

て
く
れ
ま
し
た
。
紙
オ
ム
ツ
が
手
に
入
ら

な
く
て
、
布
オ
ム
ツ
で
苦
労
し
て
い
る
と
、

東
京
に
住
む
友
人
が
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

娘
を
気
遣
っ
て
く
だ
さ
る
気
持
ち
が
何
よ

り
う
れ
し
か
っ
た
。
み
ん
な
に
助
け
ら
れ

育
っ
た
命
で
す
」

命
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
人
一
倍
伝
え
た
い

　
「
２
０
１
１
年
３
月
11
日
。
多
く
の
命
が

犠
牲
に
な
っ
た
こ
の
日
に
生
ま
れ
た
こ
と

に
、
複
雑
な
気
持
ち
を
感
じ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
今
は
違
い
ま
す
。
特
別

な
日
に
生
ま
れ
た
意
義
っ
て
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
命
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
人
一
倍

伝
え
る
と
と
も
に
、
優
し
く
、
思
い
や
り

の
あ
る
子
ど
も
に
育
て
て
い
き
ま
す
」。
阿

部
さ
ん
は
こ
う
話
す
と
、
真
那
佳
ち
ゃ
ん

を
そ
っ
と
抱
き
し
め
ま
し
た
。

震
災～あの日

を
忘
れ
な
い
～

　
５
年
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
当
町
で
は
直
接
的
な
被
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
地
震
に
伴
う
停
電
や
物
流
の
停
滞
で
多
く
の

方
が
苦
労
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
備
蓄
品
の
購
入
や
地
域
の
防
災
組
織
の
再
構
築
な
ど
、
震
災
直
後
は

様
々
な
面
で
「
備
え
」
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
当
時
の
記
憶
は
少
し
ず
つ
薄
れ
、
災
害
を
「
自
分
ご
と
」
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
古
く
か
ら「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

節
目
の
５
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
当
時
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
震
災
後
町
が
実
施
し
て
き
た
災
害
対
策
を
確
認
し
ま
す
。

町
の
近
く
に
は
２
つ
の
断
層
帯

　朝日町は「長井盆地西縁断層帯」上
に位置し、町内の数カ所に活断層がある
と言われています。また、「山形盆地断
層帯」からも比較的近いため、いずれか
の断層帯で直下型地震が発生した場合
は大きな被害が想定されています。
　県が公表している資料によると、両断
層帯に起因する直下型地震の発生確率
は、30 年以内で「長井盆地西縁断層帯」
が 0.02％以下、「山形盆地断層帯（南部）」
が１％。地震の規模はマグニチュード7.3
程度と想定されています。具体的な災害
想定も公表されていて、山形盆地断層帯
の地震の場合、朝日町の震度は５強～ 6
強、人的被害は死者25人を含む420人、
家屋被害は 911棟と推測されています。

　東日本大震災から5年。苦労された当時の記憶も、
薄れ始めているのではないでしょうか。
　「災害は忘れた頃にやって来る」とは古くからの
格言です。「起きるかもしれない」から「必ず起きる」
ものと考え、「防災」だけでなく「減災」という観

点で日々備えることが大切です。5 年とい
う節目を機に、家屋の耐震化や備蓄品の
準備、家具の固定などあらためて考え

てみましょう。

「災害は忘れた頃にやって来る」

ご
家
庭
に
あ
り
ま
す
か
？

あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い
備
蓄
品

　
飲
料
や
食
料
を
含
め
、
有
事
の
際
に
役

立
つ
も
の
を
そ
ろ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
懐
中
電
灯
（
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
充

電
器
付
が
良
）　
▼
乾
電
池　
▼
飲
料

水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
が
目
安
）

▼
保
存
食　
▼
毛
布　
▼
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ

ン
ク　
▼
軍
手　
▼
救
急
医
薬
品・常
備
薬

▼
ろ
う
そ
く
、
ラ
イ
タ
ー
（
マ
ッ
チ
）

▼
ガ
ム
テ
ー
プ 

▼
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

▼
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ　
▼
ビ
ニ
ー
ル
袋

▼
食
品
用
ラ
ッ
プ　
▼
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

▼
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト　
▼
卓
上
コ
ン
ロ

▼
ガ
ス
ボ
ン
ベ　
▼
ア
ウ
ト
ド
ア
用
万

能
ナ
イ
フ　
▼
水
の
い
ら
な
い
シ
ャ
ン

プ
ー　

▼
マ
ス
ク　
　
　
　
　

な
ど

町
の
備
蓄
品
は
ど
れ
く
ら
い
？

　
有
事
の
際
へ
の
備
え
が
必
要
な
の
は

町
も
同
じ
で
す
。
町
は
左
記
の
備
蓄
品

を
役
場
、
西
部
公
民
館
、
北
部
公
民
館
、

和
合
防
災
拠
点
施
設
の
４
カ
所
に
分
け
、

用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
非
常
食

　
（
ア
ル
フ
ァ
米
）

　
２
４
０
０
食

▼
飲
料
水

　
３・６
ト
ン
分

▼
毛
布　

　
３
２
０
枚

▶ 2011 年３月 11 日、長女の
真那佳ちゃんを出産した阿部
麻衣子さん（大谷五）。▼真那
佳ちゃんをやさしく抱きしめつ
つ、当時の苦労を振り返った

特
別
な
日
に
生
ま
れ
た
か
ら
こ
そ

伝
え
た
い
命
の
尊
さ
、
大
切
さ
。

５から

年

特　集

総務課
主査兼防災係長
　     安達 和史
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震
災
で
七
ヶ
浜
町
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
地
震
に

伴
う
津
波
の
高
さ
は
12
・
１
ｍ

に
お
よ
び
、
町
域
の
36
・
４
％

に
あ
た
る
４・８
㎢
が
浸
水
し

ま
し
た
。
死
者
、
行
方
不
明
者

は
１
１
０
人
で
、
住
宅
被
害
は

３
９
２
８
世
帯
。
全
体
の
59
・

８
％
の
世
帯
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

七
ヶ
浜
町
で
は
被
災
者
の
住

宅
復
興
を
最
優
先
施
策
と
し

て
き
ま
し
た
。
新
た
な
住
宅

団
地
を
高
台
に
整
備
し
た
り
、

災
害
公
営
住
宅
（
町
営
住
宅
）

を
建
設
し
た
り
、
さ
ら
に
は
被

災
さ
れ
た
現
地
に
再
建
さ
れ

る
方
の
た
め
に
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

高
台
住
宅
団
地
と
災
害
公

営
住
宅
は
５
地
区
に
整
備
し
、

前
者
は
１
９
４
区
画
、
後
者
は

２
１
２
戸
用
意
し
ま
し
た
。
す

べ
て
平
成
27
年
中
に
完
成
し
て

い
ま
す
が
、
高
台
移
転
を
基
本

と
す
る
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
宮
城
県
内
で
一
番
早
い
完

成
で
す
。

　

早
期
完
成
が
実
現
し
た
の

は
、
住
民
と
の
密
接
な
関
係

を
築
き
、
既
存
の
集
落
ご
と
の

ま
ち
づ
く
り
（
集
団
移
転
）
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
大
き
な

理
由
で
す
。
ま
た
、
住
民
と
行

政
の
距
離
の
近
さ
も
要
因
と

感
じ
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た

意
志
疎
通
の
も
と
、
力
を
合

わ
せ
て
復
興
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

住
宅
復
興
を
ほ
ぼ
終
え
た

七
ヶ
浜
町
の
復
興
事
業
は
今

後
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し

ま
す
。
被
災
し
た
水
産
業
や

農
業
な
ど
産
業
面
で
の
復
興

や
、
海
浜
部
で
の
都
市
公
園

（
津
波
防
災
緑
地
）
整
備
な
ど

に
着
手
し
ま
す
。

　

朝
日
町
と
違
っ
て
、
周
囲

を
海
で
囲
ま
れ
た
七
ヶ
浜
町
。

震
災
か
ら
復
興
へ
邁
進
す
る

町
の
姿
を
こ
れ
か
ら
も
見
届

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
前
後

し
、
町
は
学
校
や
公
共
施
設
の
耐

震
化
工
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
震
災
後
は
耐
震
工
事
に
関
す

る
国
の
交
付
金
が
拡
充
さ
れ
た
の

を
受
け
、
工
事
を
加
速
。
西
五
百

川
小
、
宮
宿
小
の
体
育
館
は
い
ち

早
く
建
て
替
え
を
済
ま
せ
、
建
物

本
体
の
工
事
は
24
年
度
ま
で
に
ほ

ぼ
終
え
て
い
ま
す
（
表
１・２
）。

　
近
年
は
本
体
以
外
の
付
帯
設
備

の
工
事
に
移
行
し
、
27
年
度
は
朝

日
中
武
道
館
の
吊
り
天
井
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
大
谷
小
体

育
館
の
吊
り
天
井
に
つ
い
て
は
、

建
設
か
ら
16
年
と
比
較
的
新
し
い

も
の
の
、
耐
震
基
準
の
改
正
に
よ

り
改
修
が
必
要
に
な
り
、
今
年
度

の
繰
越
事
業
で
28
年
度
（
４
月
以

降
）
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
は
今
年
度
防
災
行
政

無
線
を
整
備
。
一
斉
放
送
が
可
能

に
な
り
、
今
後
、
災
害
時
の
情
報

発
信
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

七ヶ浜町の概況
（平成 28 年３月１日現在）

▶人口　　19,265 人（平成 23 年３
月11日現在 20,855 人、△ 1,590 人）
▶世帯数　6,485 世帯（平成 23 年３
月11日現在 6,568 世帯、△ 83 世帯）
▶高齢化率　26.0％　▶少子化率　
12.1％（いずれも平成 27 年４月１日）
▶仮設住宅利用状況　96 戸・246
名（プレハブ応急仮設住宅　42 戸・
93 名、民間みなし仮設住宅※ 54 戸・
153 名　※民間事業者の賃貸住宅を

「（応急）仮設住宅」と国や自治体がみ
なした賃貸住宅）

震
災
を
き
っ
か
け
に
し
て
深
め
た
絆

友
好
の
町
・
七
ヶ
浜
町
の
今

　
「
海
の
子
・
山
の
子
交
流
」
を
通
じ
て
平
成
14
年
度
か
ら
当
町
と
交

流
を
続
け
て
き
た
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
。
平
成
24
年
９
月
に
、「
友
好
の
町
」

の
盟
約
を
結
ぶ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。

　
震
災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
た
今
、
七
ヶ
浜
町
の
復
興
は
ど
れ
く
ら
い

進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
４
月
か
ら
同
町
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
佐
竹
友
貴
主
事
（
＝
写
真
）
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

学校名 校　舎 体育館
実施年度 実施年度

宮宿小 必要なし ― 建て替え H23
西五百川小 補強済み H21 建て替え H24
大谷小 必要なし ― 吊り天井の改修 H28
朝日中 補強済み H22 補強済み H22

学校名 工事内容 実施年度

役場庁舎 耐震補強 H24
町民体育館 耐震補強 H24
北部体育館 耐震補強 H24
健 康 増 進 セ ン
ター（西部） 必要なし ―

朝日中武道館 吊り天井の改修 H27
高齢者生産活動セン
ター（いもがわ温泉）

耐震診断を実施。
必要に応じて工事 H28

（表 1）町内小中学校の耐震化状況

（表 2）町内各公共施設の耐震化状況 震
災
後
の
備
え
は
？

公
共
施
設
の
耐
震
化
工
事

　
震
災
を
機
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
を
進
め
て
い
る
県
で
は
、
現
在
朝
日

川
第
一
発
電
所
（
太
郎
＝
写
真
）
の
建
て

替
え
工
事
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

既
設
箇
所
へ
の
建
て
替
え
で
は
な
く
、

現
在
の
変
電
所
位
置
に
新
発
電
所
を
建
設
。

27
年
度
ま
で
に
地
質
調
査
や
測
量
、
建
物

の
設
計
を
終
え
、
28
年
度
は
建
物
本
体
や

新
た
な
取
り
付
け
道
路
の
工
事
に
着
手
。

平
成
32
年
４
月
か
ら
新
た
な
設
備
で
の
運

転
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
新
設
備
で
は
、
最
大
使
用
水
量
（
最
大

取
水
量
）
は
現
在
の
７・２
㎥
／
秒
の
ま
ま

で
す
が
、
最
大
出
力
は
既
設
の
９
０
０
０

kw
を
３
％
上
回
る
９
３
０
０
kw
を
予
定
。

発
電
能
力
の
向
上
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▶運転開始　昭和 33 年 11 月　▶最大出力　9,000kw　
▶発電方式　ダム水路式　▶最大有効落差　150.29 ｍ　
▶最大使用水量　7.2㎥／秒　▶詳細　木川ダムからおよ
そ 6.5 キロにわたる導水路によって太郎地内まで引かれた
水が落差約 150 ｍの鉄管を伝って落下し、２基の水車を
回している。第二発電所とともに、西川町にある県企業局
村山電気水道事務所から遠隔管理されている。

建物・設備を更新し、発電能力アップ
「朝日川第一発電所リニューアル事業」

平成 24 年度に完成した西五百川小学校体育館

こ
の
ほ
ど
吊
り
天
井
の
改
修

を
終
え
た
朝
日
中
武
道
館

町東部の菖蒲田浜海岸。海沿いの集落は津波で大きな被害を受け、高台に作られた住宅団地に移転した

　　特集　震災から 5 年　～あの日を忘れない～
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デュアル・モード・ビークル（DMV）の導入を目指して
■政策推進課 定住・戦略推進係　☎６７－２１12

　

道
路
と
線
路
の
双
方
を
走
行
で
き

る
新
た
な
公
共
交
通｢

デ
ユ
ア
ル
・

モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク
ル
（
以
下
「
Ｄ
Ｍ

Ｖ
」）｣

を
導
入
し
、
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
と

山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
接

続
、
駅
と
観
光
地
間
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
目
指
し
、
両
沿
線
２
市
６
町
と

県
に
よ
っ
て
平
成
25
年
８
月
に
設
立

さ
れ
た｢

Ｄ
Ｍ
Ｖ
推
進
協
議
会
（
会

長
…
内
谷
重
治
長
井
市
長
）｣

の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
昨
年
８
月
に
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
開
発
元
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
Ｄ
Ｍ
Ｖ
推
進
セ
ン
タ
ー

を
視
察
。
実
際
に
乗
車
を
し
た
り
工
場

を
見
学
し
た
り
し
、
あ
ら
た
め
て
開
発

に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
技
術

は
予
想
以
上
に
進
ん
で
お
り
、
線
路
と

道
路
走
行
の
切
り
替
え
（
モ
ー
ド
チ
ェ

ン
ジ
）
の
機
能
も
向
上
。
約
15
秒
と
い

う
速
さ
で
移
行
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
昨
年
10
月
に
、

Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
み
の
専
用
線
区

に
よ
る
単
車
運
行
と
い
う

一
定
の
前
提
条
件
の
下
で

は
あ
る
も
の
の
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ

運
転
保
安
シ
ス
テ
ム
の
安

全
性
に
つ
い
て
、
実
用
化

可
能
と
の
評
価
が
国
に
よ

り
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

協
議
会
が
目
指
す
Ｄ
Ｍ
Ｖ

と
既
存
の
鉄
道
車
輌
と
の

混
在
運
行
の
可
能
性
に
も

言
及
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
に
お
け
る
技
術
開
発

の
再
開
が
待
た
れ
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
今
後
も

導
入
に
向
け
た
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

りんご産業のさらなる発展に　ふじりんごの剪定講習会を開催
■農林振興課 農政係　☎６７－２１１４

　

２
月
22
日
、
町
内
産
ふ
じ
り
ん
ご
の
生
産
技

術
の
底
上
げ
と
品
質
の
向
上
を
目
的
に
、「
ふ
じ

り
ん
ご
の
剪
定
講
習
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
り
ん
ご
栽
培
歴
60
年
の
鈴
木
治
男
さ

ん
（
平
）。
会
場
の
朝
日
果
実
流
通
セ
ン
タ
ー
北

側
の
園
地
に
は
農
家
約
80
人
が
集
ま
り
、
熟
練

の
技
を
学
び
ま
し
た
。

　
剪
定
と
は
、
木
の
隅
々
ま
で
養
分
や
光
が
行
き
渡

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
余
分
な
枝
を
取
り
除
く
こ
と
。

鈴
木
さ
ん
は
「
枝
が
成
長
し
す
ぎ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
枝
を
振
る
と
分
か
る
」「
養
分
が
入
り
や
す
い
よ

う
に
、
枝
の
分
か
れ
目
は
芽
を
長
く
し
て
切
る
と
よ

い
」
な
ど
参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
若
手
農
家
は
「
多
く
の
木
を
育
て

て
き
た
経
験
が
あ
っ
て
こ
そ
の
技
術
。
そ
の
技
を

学
び
、
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
朝
日
町
り
ん
ご
の
品

質
を
守
り
、良
い
り
ん
ご
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　　町政スポット

　朝日町議会議長の長岡啓治氏（常盤）が 3
月 2 日午前 11 時 3 分、胃がんのため逝去し
ました。満 68 歳でした。
　長岡議長は平成 16 年 11 月に町議会議員に
初当選し、以後 4 期連続当選。平成 23 年 5
月に議長に就任され、優れた指導力と豊かな
見識をもって円滑な議会運営にあたり、町の
振興発展に貢献されました。
　葬儀及び告別式は、3 月 5 日しめやかに執
り行われました。ご冥福をお祈りいたします。

朝日町議会議長
長岡 啓治 氏

急逝

故長岡議長の主な略歴

長岡議長逝去に伴う町議会議員の補欠選挙
は、公職選挙法の規定により、今年執行の町
長選挙の折、実施される予定です。

常盤に生まれる
朝日町議会議員に初当選
朝日町議会議長就任
西村山広域行政事務組合議会議員就任
山形県町村議会議長会監事就任
村山地方町村議会議長会監事就任
西村山広域行政事務組合監査委員就任
山形県町村議会議長会監事退任

昭和 23 年２月
平成 16 年 11 月
平成 23 年５月

平成 26 年１月

平成 27 年６月

町立公民館等の休館日が変わります
■教育文化課 生涯学習係　☎６７－２１１８

　町教育委員会はこのほど、町立公民館と町民体育館の休館
日を見直し、４月１日から毎週月曜日の休館日を基本的に廃止
します（※）。「月曜日も利用できるようにしてほしい」「子ども
たちに遊ぶ場がない」など、町民の皆さんから寄せられている
声を受け改善するもの。生涯学習の場の提供や子どもたちの居
場所づくり、町民のスポーツ活動のさらなる充実をめざします。

施設名 休館日 開館時間
中央公民館

（創遊館）
第 2、第 4

月曜日 午前 9 時～午後 10 時

西北部公民館 無し
午前 9 時～午後 10 時
※休日、祝日および午後 5 時
～午後10 時は鍵貸出委託対応

町民体育館 無し
午前 9 時～午後 10 時
※平日午前 9 時～午後 5 時は
教育文化課職員が対応

町立図書館
毎週月曜日

※祝日の場合は
火曜日

午前 9 時～午後 7 時

※中央公民館（創遊館）は定期的なメンテナンス管理の都合により、
第２・４月曜日を休館日とします。
※年末年始は各施設ともに休館。その他の特別な事情で休館となる場
合は、お知らせ板等で事前にお知らせいたします。

◆ 4 月 1 日以降の利用案内

　役場庁舎の開発セン
タ ー 側 入 口 に こ の ほ
ど、ブランド化推進プ
ロジェクトと、ふるさと納税の関連グッズを集めたコー
ナーを設けました。
　「親しみやすい役場づくりプロジェクト」の一環。役
場庁舎側入口のウサヒグッズコーナーとともに、特に
町外から訪れたお客さまに好評です。
　役場の入口は言わば町の顔。展示物は今後も定期的
に更新し、町の取り組みや情報を発信していきます。

役場の入口で
情報を発信！

講師の鈴木治男さん（平）

「DMV 推進協議会」による JR 北海道 DMV 推進センターの視察（昨年８月）
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■ 朝日町体育協会表彰　殊勲賞

■ 朝日町体育協会表彰　功労賞

■ 朝日町子どもの芸術文化活動表彰

氏名 職業（学校） 地区　 主な成績
清野　嵩悠 早稲田大４年 四ノ沢 第 93 回全日本スキー選手権大会  スキーアルペン競技　男子回転 第８位
若月　未来 仙台大 4 年 沼　向 第 70回国民体育大会陸上競技大会山形県予選会　陸上競技　女子走高跳 第１位
布施　雅也 富士大３年 栄　町 第 63 回 東 北 学 生 剣 道 選 手 権 大 会　 剣 道 競 技　 男 子 個 人 第５位
五十嵐大義 信州大２年 中　沢 第 47 回全日本大学駅伝対校選手権大会　　北信越地区予選会 第１位
海野　静哉 東海大山形高 3 年 八ツ沼 平成27年度国民体育大会山形県予選大会　柔道競技　少年男子軽中量級（－73㎏級） 第１位
今井　祐太 酒田光陵高 2 年 大　町 平成 27 年度山形県高等学校新人体育大会　剣道競技　男子個人 第１位
冨樫　春優 山形南高 2 年 助ノ巻 平成 27 年度山形県高等学校新人体育大会　　剣道競技　男子団体 第２位
佐藤　亜美 左沢高 2 年 新　宿 平成 27 年度山形県高等学校総合体育大会　剣道競技　女子団体 第１位
鈴木　貴大 秋田南高 2 年 大谷七 第25回全国高等学校選抜剣道体育大会秋田県予選会　剣道競技　男子団体 第１位
小野　　昴 山形南高 2 年 大　町 第 95回全国高等学校ラグビーフットボール大会山形県予選大会　ラグビー競技 第１位
志藤　康平 秋田南高１年 川　通 第 25 回全国高等学校選抜剣道大会秋田県予選会　剣道競技　男子団体 第１位
岩澤　芽衣 朝日中 3 年 本　町 第 36 回 東 北 中 学 校 剣 道 大 会　 剣 道 競 技　 女 子 個 人 第１位
朽木　　叶 朝日中 2 年 西　町 平成 27 年度山形県中学校新人総合体育大会　柔道競技　女子個人 44㎏級 第１位
松田ちほみ 朝日中 2 年 舟　渡 平成 27 年度山形県中学校新人総合体育大会　剣道競技　女子個人 第２位
齋藤　とも 朝日中 1 年 前田沢 第 55 回山形 県中学 校 総 合 体 育 大 会　 剣 道 競 技　 女 子 個人 第２位
朝日中女子剣道部

【岩澤芽衣　川村優貴乃　長岡佑希　松田ちほみ　齋藤とも　齋藤瑞穂
小野舞夢　佐藤百恵　堀美宙　渡辺りりか】

第36回東北中学校剣道大会　剣道競技　女子団体
平成27年度山形県中学校新人総合体育大会　剣道競技　女子団体

第３位
第２位

朝日中ソフトボール部　
【澤田美咲　海藤理子　安達千尋　阿部桜　安孫子遥　志藤ほのか　遠藤朋
峯田真奈　鈴木康水　安藤幸菜　長岡結衣　白田怜蘭　志藤百音　白田樺南
堀愛姫　長岡香恋　遠藤美翔　鈴木美景　志藤七那子】

平成 27 年度山形県中学校新人総合体育大会
ソフトボール競技 第２位

■教育文化課 生涯学習係　☎６７－２１１８

第 27 回朝日町生涯学習推進大会、各種表彰式

■ 朝日町体育協会表彰　優秀賞
氏名 職業（学校） 地区　 主な成績

阿部　愛美 霞城学園高 
平成 24 年度生 常　盤 平成 27 年度全国高等学校定時制通信制総合体育大会

卓球競技　女子シングルス 第１位

阿部　奨悟 大谷小６年 大谷五 山形県少年柔道形競技会　柔道形競技 第１位
若月真都偉 西五百川小５年 西船渡 山形県少年柔道形競技会　柔道形競技 第１位
岸　　優翔 大谷小６年 栗木沢 第 11 回東北ジュニア武術太極拳交流大会　男子ドラゴン入門長挙 第３位
遠藤　大空 大谷小５年 真　中 平成27年度山形県春季ジュニアテニス選手権大会　12歳以下　男子シングルス 第１位
佐藤　慧典 宮宿小 4 年 新　宿 第 5回山形県少年少女剣道個人錬成大会　小学生男子　4 年生の部 第１位
岸　　夏輝 大谷小 3 年 栗木沢 第 11 回東北ジュニア武術太極拳交流大会　男子パンダ長拳 第１位
宮宿剣道スポーツ少年団

【渡辺友介　堀文悟　佐藤慧典　樋口煌人　佐藤羽華　堀文慈】 第２位

氏名 地区　 主な成績

宮本　建一 西船渡
朝日町野球連盟の役員を永年務め、平成 17 年 6 月から平成 27 年 5 月まで 10 年
の永きにわたり会長の重責を務め、また、平成 25 年 4 月から平成 27 年 3 月まで
西村山地区野球連盟の会長を務めるなど大きく貢献されました。

清野　雅英 送　橋
町卓球スポーツ少年団の立ち上げに尽力され、30 年以上の永きにわたり指導者
として現在も活躍されています。また、平成 21 年の県中学校総合体育大会にお
いては、朝日中学校初の男子団体優勝に導くなど大きな功績を残されました。

氏名 職業（学校） 地区　 主な成績
白田　小夏 県立左沢高２年 大谷六 平成 27 年度明るい選挙啓発ポスターコンクール　県審査　特選
齋藤　玲奈 県立左沢高 1 年 大　滝 第 62回 NHK 全国高等学校放送コンテスト【校内放送研究部門】全国大会出場
伊藤真菜実 西五百川小 4 年 長　沼 平成 27 年度山形くらしの文集　「うちのにわとり」　県総合版　特選
若月　怜音 西五百川小 5 年 西船渡 東邦書道会全国書道展　YTS 山形テレビ賞（特別賞）
白川　茂果 西五百川小 6 年 常　盤 全国土砂災害防止に関する絵画・作文【絵画の部】　優秀賞（国土交通事務次官賞）
阿部　凌太 西五百川小 6 年 夏　草 山形県土砂災害防止に関するポスターコンクール　優秀賞
鈴木　陽也 西五百川小 6 年 八ツ沼 東邦書道会全国書道展　開明賞（特別賞）
海野　真穂 宮宿小 1 年 西　町 川をきれいにする児童絵画・ポスターコンテスト　金賞
渡辺　咲花 宮宿小 3 年 本　町 川をきれいにする児童絵画・ポスターコンテスト　銅賞
海野　花歩 宮宿小 4 年 元　町 川をきれいにする児童絵画・ポスターコンテスト　銅賞
清野　華鈴 宮宿小 5 年 古　槇 MOA 美術館山形県児童作品展　金賞
堀　　ニコ 大谷小 1 年 中　沢 川をきれいにする児童絵画・ポスターコンテスト　銀賞
白田　　玄 大谷小 2 年 大谷三 川をきれいにする児童絵画・ポスターコンテスト　銅賞

堀　　光姫 大谷小 3 年 中　沢 2015 産経ジュニア書道コンクール【小学 3 年生以下 A 部門】　いきいき賞
（応募総数 7,500 点、小学 3 年生以下の最高位を受賞）

堀　　栞汰 大谷小 5 年 中　沢 内藤秀因記念第 18 回水彩画公募展　「顕微鏡をのぞくぼく」　優秀賞

　

町
内
の
様
々
な
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「
町
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推
進
大
会
」
が
２
月
28
日
、

創
遊
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
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区
の
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関
係
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な
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３
０
０
人
が
参
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。
大
会
で

は
、
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り
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室
の
皆
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ん
が
踊
り
を
披
露
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た

ほ
か
、
民
話
で
町
お
こ
し
に
取
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む
「
星
の
会
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代

表
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。
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話
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た
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域
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流
や
観
光
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れ
ま
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た
。

　
そ
の
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く
り
は
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く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
阿
部
憲
明

氏
（
町
社
会
教
育
委
員
／
真
中
）、

橋
本
淳
一
氏
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白
鷹
町
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｙ
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：
Ｍ
館
長
／
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鷹
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井
東
敬
子
氏
（
鶴
岡

ナ
リ
ワ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
／
鶴
岡
市
）、
鈴
木
裕
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氏
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町
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性
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化
教
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委
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／
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、
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ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
町
体
育
協

会
表
彰
式
、
町
子
ど
も
の
芸
術
文

化
活
動
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
賞

状
や
メ
ダ
ル
、
記
念
品
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

１.体育協会表彰受賞者（代理出席者含む）　
２.子どもの芸術文化活動表彰受賞者　３.女
性文化教室おどり教室　４.「星の会」の成原千
枝代表　５.講師によるパネルディスカッション

１ ２

３

４ ５

　　町政スポット

第 46 回山形県少年剣道錬成大会　剣道競技　小学校男子の部団体
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　町の素材を活用し町で創業することを目的にした「６次産業
化による創業支援特別研修会」が、２月９日から計５日間の日
程で開催されました。６次産業化とは、１次産業の農林水産物
の生産にとどまらず、それを原材料とした加工品の製造・販売
や観光農園のような地域資源を生かしたサービスなど、２次か
ら３次産業にまで踏み込んで所得向上や新規雇用の確保をめ
ざす取り組み。
　研修会には、農業を営む７人が参加。山形大学農学部の小沢
亙教授による「６次化の意義と役割」の講義を皮切りに、食品
衛生や表示、経営支援策、実践者の事例紹介・現地研修など
で学びを深め、創業に向けて新たな一歩を踏み出していました。

　２月１２日、社会福祉法人朝日町福祉会（齊藤宇八理事長）
において、日本財団からの助成を受けた居宅介護支援専門員

（ケアマネージャー）の訪問車のお披露目式が行われました。
　事業費総額は約 81 万円で、助成額は約 43 万円。車両は
財団のシンボルマークをあしらった８色のカラフルなデザイ
ンが特徴です。同会で日本財団から助成を受けた車両は５台
目となります。齊藤理事長は「利用者様やご家族の方との面
談（訪問）の際に大いに活用します。きめ細かなサービスを
提供し、これからも地域の高齢者福祉の充実に貢献していき
ます」と述べました。

　朝日町エコミュージアム案内人の会による鈴木酒造（大町）
の酒蔵見学会が２月 21日行われました。
　現代の酒造りは機械制御による管理が一般的ですが、「手仕
事の細やかさにはかなわない。魂をこめた丁寧な酒造りをして
いる」と鈴木和香子社長は言います。
　歴史を感じる建物を興味深そうに眺めつつ、杜氏の説明に
耳を傾ける参加者の皆さん。「いろいろな酒蔵を見てきました
が、全て手づくりなのは見たことがない」と、ある一人の方
は話します。利き酒ゲームや数種類の飲み比べも楽しみ、ほ
ろ酔い気分で蔵を後にしました。

▲車検証を受け取る齊藤理
事長
◀引き渡された訪問車

▲初回の講師を務めた小沢
亙山形大学教授◀参加者の
中には若手女性農家の姿も
見られた

　Asahi 自然観周辺の雪原を散策する「春の雪山トレッキ
ング」が３月 6 日開催され、県内外から多くの方々が参
加しました。
　自然観のエアトップゲレンデ頂上から、朝日連峰の大パ
ノラマが広がる目的地「サイヅチ峰」を目指した一行。例
年より雪が少なく歩きやすいこともあり、約２時間 30 分
で到着すると、目の前に広がったのは４年ぶりに姿を現し
た絶景。「この景色が見たくて参加し続けてきた。すごく
感動した」と、ある参加者は話し、夢中になって景色を写
真に収めていました。

　西部公民館が主催する「第３回男だけのフットサル de 交流
会」が３月6 日に開催され、4 チームが熱戦を繰り広げました。
　女性1人の出場を義務づけていた秋の大会とは違い、男性
のみで開かれている本大会。男性だけの大会ということもあり、
一味違った迫力のあるアグレッシブなプレーが展開されました。
　参加チームは少ないものの、盛り上がりは同じで、「男同士
だからか思わず力が入る。やっぱり負けたくないですからね」

「疲れたけど楽しかった。来年はユニフォームを作って臨もう」
と話す参加者。結果は、４戦全勝のガースー黒光り（菅井庸
介監督）が優勝しました。

▲相手の隙をついてゴール
を狙い思い切りシュート
◀激しいプレーで熱戦を繰り
広げた

▲疲れも忘れ、大パノラマを
撮影する参加者
◀多くの参加者で、にぎや
かに目的地を目指した

　３月６日、送橋地区冬季レクリエーション大会（通称：オク
リンピック）が旧送橋小学校体育館で開催され、区民の方々
約 45 人が参加しました。
　農業の盛んな同地区で、夏冬の農休日を設けようと始まっ
たこの大会。30年以上続く現在も、貴重な区民交流の場となっ
ています。種目はビーチボールバレーと輪投げの２種目。「以
前は本格的なバレーボール大会だったけど、小さい子もお年
寄りも参加できるように変更していったんだ」と区長の渡邉秀
一さん。この日は町内でも春を思わせるほど暖かく、絶好のス
ポーツ日和の中、老若男女問わず爽やかな汗を流しました。

▲応援も白熱するビーチ
ボールバレー  ◀輪投げは子
どもから年配の方まで全員
が参加

２
12

日本財団の助成により

ふれあい荘に車両を配備

２
21

町エコミュージアム案内人の会「ふるさとミニ紀行」

朝日町の地酒  豊龍蔵を訪ねる
３

６
30 年以上つづく送橋地区レクリエーション大会

オクリンピック

３
６

4 年ぶりの絶景に歓喜

春の雪山トレッキング

３
６

激しいプレーで真剣勝負

第３回男だけのフットサルｄｅ交流会

２
９〜

創業目指して学びを深める

6 次産業化創業支援研修会

▲社員の説明に熱心に聴き
入る参加者
◀この冬仕込みたての新酒を
試飲する参加者
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【ブックテーマコーナー】
「３.１１から５年 東日本大震災を風化さ
せず、語り継いでいこう」
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新
し
い
こ

と
ば
か
り
で
、
驚
い
た
り
悩
ん
だ
り
し

な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

草
刈
り
や
除
雪
、
農
作
物
の
収
穫

作
業
で
地
区
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
っ
た

り
、
例
大
祭
や
島
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
浮
島
を
訪
れ
た
観
光
客
と
出

会
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
失
敗
し
て

は
学
ん
で
を
繰
り
返
し
、
私
に
と
っ
て

と
て
も
実
り
多
い
１
年
で
し
た
。

　
町
に
来
て
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、

多
く
の
触
れ
合
い
で
す
。
そ
の
中
で
も

最
も
思
い
出
深
い
の
は
、
大
沼
地
区
の

地
図
看
板
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し

た
こ
と
。
大
沼
な
ら
で
は
の
自
然
や
行

事
が
詰
ま
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、

そ
し
て
地
図
看
板
の
製
作
は
、
私
ひ
と

り
で
は
成
し
得
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

ど
ち
ら
も
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
大
沼
地

区
の
皆
さ
ま
、そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
、

未
熟
な
私
を
温
か
く
見
守
り
、
そ
し
て

育
て
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
の
未
来
は
こ
れ
か
ら
の
行
動
に

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は

町
を
離
れ
、新
た
な
道
へ
進
み
ま
す
が
、

新
天
地
で
も
こ
の
１
年
の
経
験
を
生
か

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

「１年間お世話になりました」
朝日町協力隊（緑のふるさと協力隊）　中 村  悠 （東京都出身）

２月 28 日に大沼公民館で行われた１年間の
活動報告会。30 人を超える地区民を前に堂々
と発表した中村隊員

俊彦さん手作りのバーカウンター

ボリュームたっぷりのランチメニューの３品
桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平町情報交流アドバ
イザーと町地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊員によ
る連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

30

唐木 俊彦さん 恵子さん （八ツ沼）

「地産地消」でくつろぎの場を提供

　新五百川橋から八ツ沼・能中地区へ
向かう県道沿い、緑の木製看板が目印
の「Dining ＆ Bar Kara Kara（カラ
カラ）」。昨年５月に町へ移住してきた
唐木俊彦さん・恵子さんご夫婦（八ツ
沼）が 12 月に開いた、ランチもディナー
も楽しめる飲食店です。

　「初めは東京で開催された移住希望
者向けのイベントがきっかけでした」。
こう話すのは恵子さん。実家が天童で、
移住地の選択肢としてまず山形が浮か
んだとのこと。その中でも朝日町を選
んだのは、後日参加した移住者体験ツ
アーが決め手で「出会った方々の人柄
と自然の豊かさに魅せられました」
　移住にあたっては、町の「空き家バ
ンク」に登録されていた物件を購入。

「移住するにもまずは住む家がないと。
朝日町は空き家バンクが充実してい
て、相談もしやすかったです。右も左
も分からない土地ですから、住まい探

しから自治体でバックアップしてくれ
るのは助かります」と振り返ります。
　一方、「住み始めてしばらくは、農
繁期の農家さんでお手伝いをしていま
した。でも働く町民の方々を見ていた
ら、自分もじっとしていられなくてね」
と話すのは俊彦さん。「何か仕事がし
たいと考えたとき、前職が飲食業だっ
たので、ここでまたお店を開きたいと
思いました」
　住宅隣接の納屋を改装した店舗は、
俊彦さん手作りの木製バーカウンター
や薪ストーブがあり、洋楽の流れる落
ち着いた空間。バーとしての営業のほ
か、お昼のランチタイムも営業し、メ
ニューはカレーライスやパスタ、ロコ
モコ丼などにスープとコーヒーが付き
ます。
　メニューには、できるかぎり町の食
材を取り入れており、自家製の燻製
盛合わせにはダチョウ肉、ワインは朝
日町ワイン、ソフトドリンクはりんご

ジュースと朝日町を存分に味わえる内
容です。
　「お酒を楽しんで、そのまま休めるよ
うにといずれは民泊も視野に入れてい
ます」。唐木さんご夫婦は温かい笑顔
で今後の夢を語りました。

≪ Dining ＆ Bar Kara Kara ≫
▶営業時間
　ランチ　　正午～午後２時
　ディナー　午後６時～ 10 時
▶定休日　　日・祝日
　※季節によって変更あり。
▶問合せ先　☎８５−０６８８
▶地　図

昨年５月に移住し、ダイニングバーを開店
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少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
、
春

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
ね
。
春

は「
出
会
い
」と「
別
れ
」の
季
節
。

卒
業
・
進
学
・
就
職
―
―
。
こ

こ
ろ
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、「
こ
こ
ろ
」
の
疲
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ス
ト
レ
ス

解
消
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
春
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
26
年
度
、
町
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
健
康
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ス
ト
レ
ス

を
解
消
で
き
て
い
ま
す
か
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
、「
で
き
て

い
る
」
と
答
え
た
方
が
65
％
、「
で

き
て
い
な
い
」
と
答
え
た
方
が

31
％
で
し
た
。

　
ス
ト
レ
ス
は
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
27
年
12
月
か
ら
、
従
業
員

50
名
以
上
の
事
業
所
で
は
「
こ

こ
ろ
の
健
康
診
断
」
と
な
る
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
年
に
１
回
、
職
員

全
員
が
自
ら
の
ス
ト
レ
ス
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
自
分

で
「
お
か
し
い
な
…
」
と
思
っ
た

ら
早
め
の
相
談
が
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
な
り
の

ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
あ
り
ま
す

か
？
「
話
す
」「
笑
う
」「
歌
う
」

「
本
を
読
む
」「
音
楽
を
聞
く
」

「
運
動
す
る
」「
料
理
す
る
」
な

ど
、
自
分
に
合
っ
た
解
消
方
法

が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。
い
ろ
い
ろ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
探
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

春
か
ら
は
町
の
運
動
教
室
も

始
ま
り
ま
す
。
体
を
動
か
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
も
気
持
ち

い
い
で
す
よ
。
ぜ
ひ
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

   

☎
67-

２
１
１
６

自分なりのストレス解消法を
探しましょう

ストレスがたまっていませんか？

今月の担当…児玉 晴枝  保健師

連載：あさひまちファンを全国につくっていこう！
　by　 朝日町ブランド化推進プロデューサー　村尾隆介

２年間この連載を読んでくださり、本当にありがとうございました。

中学生の修学旅行に、道の駅のオープン、マラソン大会や、デリシャスナイト…。

＜あさひまちブランド大学＞の盛り上がりや、１００を超すメディアへの登場…。

朝日町ファンは全国にたくさん増えました。視察団も今は各地から多数やってきます。

ブランド化とは「知名度をあげること」「存在感を高めること」でもあります。

その点、この２年で朝日町は大きく飛躍したと思います。

町外で「朝日町は最近元気だね」と声をかけられ、嬉しかったと語る町民も多いと聞きます。

この２年間を、どう表現されたいか？ 僕の立場から考えれば、これがベストだと思います。

それは、「この２年間は朝日町にとって、とても刺激的だった」というものです。

この刺激、この間に生まれた町外との交流は、今後も朝日町の成長につながることでしょう。

プロジェクト期間中に生まれた素敵なストーリーは多々あるのですが、僕は次の話が好きです。

ブランド化に関わった中学生が「将来役場で町のために働きたい」と話しているという話です。

この話には「刺激」「成長」や、地域づくりで欠かせない「人づくり」の要素が含まれていますね。

ブランド戦略は“中長期的に成功するため”の戦略です。

この中学生の例にあるように、２年間の刺激で確実に変わった人たちは少なくありません。

そんなメンバーが町の主役になるころに、本当の意味でこのプロジェクトの花はひらきます。

世界のどこで見るのか分かりません。が、その開花を僕は誰よりも楽しみに待っています。

第 21 回

２年間の“ブランド化推進
プロジェクト”を振り返る

笈とは、修験者などが仏具や衣類・食器などを入れて背負って運ぶ箱です。この笈の材質は
桧（ひのき）で手斧（ちょうな）けずり、金具は赤銅（しゃくどう）をたがね彫りし金箔押し
で仕上げています。板と板の間を布貼りして漆で固めた、極めて実用的なところは他に類を見
ない貴重なものです。作り方から見て鎌倉時代の作と思われ、羽目（はめ）外し板裏に「武蔵」
と判読される墨跡（ぼくせき）があります。

大
だ い

行
ぎょう

院
い ん

笈
お い

第20回

町指定有形文化財

「武蔵」と聞いて思い浮かべる人物は…？宮本武蔵という人が多いかもしれない
ね。この笈に書いてある武蔵は、武蔵坊弁慶だと伝えられているよ。弁慶は、剛
力無双の荒法師として名高い平安時代末期の僧兵で、源義経に最期まで仕えた
とされている人物。その弁慶が、修験のために大沼の地までやって来て、大行院
に泊まり、宿代の代わりにこの笈を置いていったという伝説があるんだ。

※当コーナーで紹介している文化財につきましては、所有者等の意向により所在や場所を明記していません。盗難等のトラブル
を防ぐためですのでご了承願います。

ウサヒの眼

朝
日
町

探訪化財文
（歴史資料／昭和45年指定）

２年間の総メディ
ア登場回数

東京からの学生ボラ
ンティアの数 約120回約50人

数
字
で
見
る

ブ
ラ
ン
ド
化

数
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みなさんからのおたよりなどでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

「
ロ
ッ
ジ
し
ら
く
ら
」
の
建
て
替
え
に

着
手
し
ま
す
。

熊 谷　拓 人
（新　宿）

中 島　理 子
（静岡県）

広報誌でふるさとのぬくもりを
町外在住者の広報誌定期購読を受け付けています。

　「町外に住んでいるけど朝
日町の情報が欲しい」「ふる
さとのぬくもりを感じたい
…」。朝日町では広報誌の定
期購読制度を設け、こうした
声にお応えしています。遠方
にお住まいの家族や親類の
方々にぜひご紹介ください。

▶料金　年間 1,680 円
（1ヵ月あたり140 円）
▶申込み　下記へ電話、メール
等でお申し込みください。後日
郵便払込取扱票をお送りします。
▶申込み・問合せ　政策推進課☎０２３７- ６７－２１１２
E-mail　inform@town.asahi.yamagata.jp

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
に
情
報
を
入
れ
て
！

人口と世帯数Population
●平成２８年２月２９日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，368 人 (－２３)
　　　男 ３，６41 人 (－１０)

　　女 ３，７27 人 (－１３)
　世帯数 ２，499 世帯 (－　７)

※（　）内は11月比

------ ２月中の異動 ------
出生
死亡

４人
15人

転入
転出

4人
16人

知世
望美
麻由美

拓美・
浩二・
 猛  ・

保護者名性別区　名 出生児氏名

すこやかにBirths

下芦沢
西　原
大　町

大　滝　小　桜
伊　藤　志　龍
阿　部　斗　磨

女
男
男

おしあわせにMarriages

（281）

２月１日～ 2 月 29 日届出

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
い
つ

も
拝
見
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
つ
い
て

意
見
が
あ
り
ま
す
。

　
「
行
政
情
報
・
く
ら
し
の
窓
」

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
右
下
に
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す

が
、
い
つ
拝
見
し
て
も
イ
ベ
ン

ト
に
関
す
る
情
報
の
書
き
込
み

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

朝
日
町
に
は
季
節
ご
と
に

町

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
積
極
的
な
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
発
信
を
希
望
し
ま

す
。

つ
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
編
集
す
る

シ
ス
テ
ム
の
関
係
で
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
み
を
個
別
に
書
き
込

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
改
善
の
た
め
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
編
集
シ
ス
テ

ム
導
入
を
す
す
め
て
お
り
、
来

年
度
か
ら
活
用
し
て
い
く
予
定

で
す
。
今
後
は
よ
り
積
極
的
に

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
政
策
推
進
課 

地
域
情
報
係
】

い

つ
も
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
ス

ノ
ー
パ
ー
ク
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
４
年
前
に
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

「
ロ
ッ
ジ
し
ら
く
ら
」
の
ト
イ
レ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
同
様
の
意
見
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
そ
の
後
検
討
を
重
ね
、

こ
の
ほ
ど
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

反
映
し
た
新
し
い
施
設
の
設
計
に

着
手
し
ま
し
た
。
現
在
の
場
所
に

建
て
替
え
る
予
定
で
、
今
後
現
施

設
を
解
体
し
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ー

プ
ン
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

【
総
合
産
業
課 

商
工
観
光
係
】

い

長　 沼
大谷五
太郎二
助ノ巻
中　 沢
松　 程
中　 沢
常　 盤
沼　 向
大　 町
西　 町

阿　部　　　茂
鈴　木　キヨ子
長　岡　　　賢
布　施　孫　助
堀　　　信　子
鈴　木　　　榮
五十嵐　つ　ね
小　林　はつ江
菅　井　雅　子
伊　藤　金　治
菊　地　利　夫

本　人
茂　夫
房　子
本　人
勇　六
好　勝
藤　司
英　男
本　人
本　人

章

区　名 死亡者氏名 世帯主名

やすらかにObituaries

と う ま

さ く ら

し　　 り ゅ う

４年前に寄せられた投書

　自然観をいつも子どもたちと楽しく利用しています。
主にユーユーゲレンデで滑り、ロッジしらくらで食事をし
ますが、ぜひ改善してほしいと思っていることがあります。
　それはトイレです。いまどき男女共同での利用を
はじめ、スキー靴で下りるには危険な階段、小さな
子どもを連れてきても、オムツを交換する場所もあ
りません。せっかく子どもの日やレディースＤａｙ
があるのに配慮が足りません。気持ちよく利用でき
れば、より多くの集客に繋がると思います。改善の
検討をお願いします。



「土砂災害が起きたときに、ただ見
ているだけでなく、お互いに声を掛
け合って逃げてほしいという思いを
込めて描きました。土砂や山々の
色合いを暗めにして、人や伝えた
い思いを明るい色で工夫しました」

2 月 23 日に県庁で行われた表彰式で、賞状を受け取
る白川さん

　土砂災害の防止について、理解と関心を深めるこ
とを目的に、全国の小・中学生を対象に実施されて
いる同コンクール（国土交通省主催）。その入賞結果
が 2 月 12 日発表され、応募作品 3,646 点（県内か
らは 46 点）の中から、白川茂果さん（西五百川小 6
年）の作品が小学生絵画の部で優秀賞に輝きました。
　本作品は同コンクールの県審査で最優秀賞に輝き、
山形県代表として全国審査に出品。白川さんは「最
初に聞いたときはびっくりした」と、驚きの中にも嬉
しそうな笑顔で話しました。
　白川さんには、2 月 23 日に県庁で行われた全国入
賞者表彰伝達式で表彰状と記念品が贈られました。

土砂災害防止　絵画・作文コンクール

白川  茂果 さん
西五百川小 6 年　（常盤）

白川さんの入賞作品「にげろ !! 土砂災害だ！」

　

あ
れ
か
ら
５
年
―
。
も
う
そ
ん
な
に

経
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
う
程
、
当
時
を

振
り
返
れ
ば
鮮
明
な
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
。
町
内
に
直
接
的
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長
時
間

の
停
電
や
燃
料
不
足
な
ど
「
こ
の
経
験
は

絶
対
に
忘
れ
な
い
」
と
誰
も
が
心
に
誓
っ

た
は
ず
。
今
も
心
の
中
で
「
ま
た
起
き
る

か
も
…
」
と
備
え
て
い
ま
す
か
。

　
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
記
憶
。
経

験
し
た
者
だ
か
ら
こ
そ
得
た
教
訓
を
、
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

あ
の
日
の
経
験
を
未
来
へ
の
糧
と
し

て
、
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
減
災
に
努

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
白
田　
淳

　
特
集
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
阿
部

真
那
佳
ち
ゃ
ん
と
私
の
娘
の
誕
生
日
は
数

日
違
い
。
私
も
娘
が
誕
生
日
を
迎
え
る
た

び
に
震
災
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
停
電
の
中
、
暖
を
と
る
た
め
に
親
類
か

ら
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
借
り
て
き
た
り
、
粉

ミ
ル
ク
や
紙
オ
ム
ツ
を
手
に
入
れ
る
た
め

に
あ
ち
こ
ち
に
車
を
走
ら
せ
た
り
…
。
苦

労
し
た
経
験
は
こ
の
先
も
ず
っ
と
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
大
切
な
の
は
こ
う
し
た
経
験
を
「
過
去

の
こ
と
」
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、「
未
来
に
生
か
す
」
こ
と
。
５
年
の

節
目
を
機
に
、
自
分
自
身
も
我
が
家
の
備

え
を
見
直
し
ま
す
。 

佐
久
間　
淳

春夏秋冬
編集後記

優
秀
賞


